
本
書
は
、
國
學
院
大
学
の
平
成
二
十
年
度
オ
ー

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
特
別
講
座
「
語
り
の
文
化
講
座

昔
話
の
学
び
ｌ
そ
の
歴
史
・
民
俗
・
世
界
ｌ
」
の

内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
十
四
年
か

ら
続
く
こ
の
講
座
で
は
毎
年
、
昔
話
と
そ
の
周
辺

の
様
々
な
姿
を
多
彩
な
講
師
陣
が
講
じ
て
き
た
。

昔
話
は
長
ら
く
口
承
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た

も
の
だ
が
、
日
本
で
は
こ
の
数
十
年
の
問
に
、
そ

の
伝
統
的
な
伝
承
の
あ
り
様
が
急
速
に
終
焉
に
近

づ
い
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で

編
ま
れ
た
本
書
か
ら
は
、
昔
話
世
界
の
奥
深
さ
と

豊
か
さ
・
広
が
り
を
確
信
す
る
研
究
者
た
ち
の
、

新
た
な
挑
戦
が
感
じ
と
れ
る
。

最
初
の
章
「
昔
話
と
神
話
・
説
話
・
物
語
」
で

は
、
ま
ず
青
木
周
平
氏
が
「
浦
島
太
郎
と
海
幸
・

山
幸
神
話
」
と
題
し
て
遥
か
古
代
か
ら
中
世
を
経

て
近
現
代
へ
と
つ
な
が
る
浦
島
讓
に
つ
い
て
述

べ
、
小
峯
和
明
氏
の
弓
宇
治
拾
遺
物
語
」
と
昔

〔
新
刊
紹
介
〕

松
本
孝
三
・
花
部
英
雄
編

『
語
り
の
講
座
昔
話
へ
の
誘
い
』

話
」
は
、
「
瘤
取
り
爺
」
等
を
取
り
上
げ
て
中
世

説
話
と
し
て
書
き
留
め
ら
れ
た
昔
話
を
様
々
な
角

度
か
ら
照
射
す
る
。
そ
し
て
小
林
幸
夫
氏
（
本
会

会
員
）
の
「
西
行
法
師
と
「
う
る
か
問
答
」
ｌ

鮎
の
狂
歌
咄
ｌ
」
は
、
昔
話
の
中
で
語
ら
れ
る

西
行
の
意
外
な
姿
を
通
し
て
狂
歌
咄
の
伝
承
に
迫

り
、
徳
田
和
夫
氏
は
「
お
伽
草
子
と
昔
話
」
で

『
ね
ず
み
物
語
』
を
中
心
に
民
間
説
話
と
古
典
文

学
の
交
流
の
新
た
な
一
面
を
講
じ
て
い
る
。

第
二
章
「
異
文
化
の
昔
話
」
で
は
、
松
本
孝
三

氏
（
本
会
会
員
）
が
「
南
島
の
民
間
説
話
Ｉ
創

世
證
の
周
辺
ｌ
」
で
、
真
実
に
傾
斜
し
た
神
話

的
と
も
言
え
る
南
島
の
昔
話
の
諸
相
を
明
快
に
説

き
、
中
川
裕
氏
の
「
ウ
エ
ペ
ヶ
レ
ー
ァ
イ
ヌ
の

散
文
説
話
ｌ
」
は
、
ア
イ
ヌ
の
昔
話
が
ア
イ
ヌ

の
伝
統
的
世
界
観
そ
の
も
の
を
語
る
こ
と
を
述
べ

る
。
ま
た
三
原
幸
久
氏
は
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の

昔
話
」
で
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
伝
わ
っ
た
話
を
ラ
テ

黄
地
百
合
子

ン
ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
の
人
々
が
独
自
の
要
素
を

加
え
て
変
容
さ
せ
た
様
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
三
章
「
昔
話
の
歴
史
と
民
俗
」
に
お
い
て

は
、
田
中
宣
一
氏
が
「
昔
話
と
民
俗
」
で
「
宝
化

物
」
な
ど
の
話
を
例
に
昔
話
に
込
め
ら
れ
た
民
俗

的
心
意
を
具
体
的
に
講
じ
、
花
部
英
雄
氏
は
「
昔

話
の
研
究
史
ｌ
「
桃
太
郎
」
を
中
心
に
ｌ
」

で
、
江
戸
期
以
降
の
昔
話
研
究
の
流
れ
を
た
ど
り

つ
つ
新
し
い
視
点
の
必
要
性
を
語
る
。
最
後
に
石

井
正
己
氏
は
「
昔
話
と
近
代
」
と
題
し
、
「
遠
野

物
語
」
の
話
者
で
『
聴
耳
草
子
』
を
編
ん
だ
佐
々

木
喜
善
の
再
評
価
を
通
し
て
、
昔
話
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
た
め
の
原
点
を
訴
え
て
い
る
《
』

昔
話
を
核
と
し
な
が
ら
昔
話
世
界
を
取
り
巻
く

多
様
な
文
化
に
言
及
す
る
本
書
は
、
昔
話
の
多
角

的
か
つ
総
合
的
な
探
求
が
多
く
の
新
し
い
可
能
性

に
満
ち
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
教
え
て
く
れ
る

も
の
と
言
え
る
。

（
三
弥
井
書
店
二
○
○
九
年
八
月
二
六
五
頁

本
体
価
格
二
五
○
○
円
）

（
お
う
ち
・
ゆ
り
こ
本
会
会
員
）

一
一
一
一


